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第２章 景観重点地区の方針 
１  景観重点地区の名称 

 
   蔵王温泉景観重点地区 【令和 3 年３⽉２２日指定】 

 

１  景観重点地区の区域 

 
   蔵王温泉地区は、雄大な自然に囲まれ、山並みや温泉など多くの資源を有する観光地です。 

   本計画は、蔵王温泉地区内の４つのエリアを対象とします。 

   なお、下図のエリア区分については、歴史や自然などの環境特性、住まいやリゾート地として

の空間特性から、特性の異なる４つのエリアに区分したものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【景観重点地区（蔵王温泉）区域図】 
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２  景観形成の基本方針 

 

   以下４つの強みを生かし、住⺠が誇りと愛着を持って住み続けられるまちをつくり、観光地と

しての魅⼒の向上と地域の活性化を図ります。 

 

 
 
 
 
 

 「雄大な自然」を生かしたまちづくり 

      蔵王温泉地区は自然豊かな山々に囲まれた蔵王国定公園の中にあり、四季折々の景

色を楽しむことができます。 

自然と共存し、自然を生かしたまちづくりを進めていきます。 

「山並み」への眺望に配慮したまちづくり 

      地区内の様々な視点場から、蔵王の山並みを眺めることができるほか、市街地への

眺望を楽しめる視点場もあります。 

このような視点場からの眺望を生かしたまちづくりを進めていきます。 

 大事な宝である「温泉」を生かしたまちづくり 

      蔵王温泉は、開湯から 1,900 年の歴史を誇る日本屈指の温泉地です。 

みんなの大事な宝である温泉を生かした温かいまちづくりを進めていきます。 

 特性の異なる「４つのエリアの特徴」を生かしたまちづくり 

      蔵王温泉地区は、歴史や自然などの環境特性、住まいやリゾート地としての空間特

性から、特性の異なる４つのエリアに分けることができます。 

これら４つのエリアの強みを生かしたまちづくりを進めていきます。 
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